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オウ トウの交雑実生にみられた結実不良個体

第 1報 授粉花粉の花柱内の花粉管伸長
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表 1 供試品種,系統と花芽数 (1993年 )
1 は じ め に

オウトウは通常の結実のよい品種でも,毎年の結実が開

花時期の気象条件や授粉樹の有無等により大きく左右され

やすく安定しない。

一方,オ ウトウの実生の中には,こ れらの要因にかかわ

らず花芽は通常のオウトウと同様に着生するものの,ほ と

んど結実の見られない個体がある。したがって,結実不良

な形質を持っている個体を早期に淘汰することは,育種を

進めるうえで重要である。

本試験では,場内のオウトウ育種の過程で得られた結実

不良系統を用いて,柱頭内における花粉管の伸長を検討 し

た結果,若千の知見が得られたので報告する。

2試 験 方 法

に)供試品種,系統 :C320,C2115,C236, `佐 藤
錦'(対照品種)

12)検定方法 :結実性の不良なオウトウ交雑系統 (C3-

20,C2115,C236)について,開花前に寒冷紗で被覆
し,開花後に,混合花粉 (`高砂'を主体に和合群の異な

る3種以上の品種,系統を混合)で授粉した。所定時間を

経過した後に,授粉した花柱を固定液 (C,H50H3C00H=
■1)に入れ固定保存した。染色はサンプルを15分間洗い

をし,8N NaOHで 611℃ ,30分間解処理を行った後,01%
アニリンプリー液に30分以上侵漬し染色した。その後,押

しつぶした法により蛍光顕微鏡で花粉管の伸長を検鏡した。

3)花粉管の,1達部位 :花粉管の伸長割合を下記のステー
ジに分けた。

ステージ0:花粉管が全く発芽してないか,発芽していて
も柱頭に入り込んでいない。

1:花柱の柱頭～上部 1/4まで伸長
2:花柱の上部 1/4～ 1/2まで伸長
3:花柱の1/2～ 3/4ま で伸長
4:花柱の3/4～子房上部まで伸長
5:子房の中まで伸長

注 :*1=花芽数/花東状短果枝(含枯死花芽)
*2=小花数/花芽
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図 1 授粉後の気温経過

3 試験結果及び考察

任)授粉後の経過時間と花粉管伸長の関係 (表 2)
1)結実不良系統はいずれの系統でも,花粉管の伸長

及び柱頭における花粉管の発芽は不良であった。また,授

粉 6時間後の花粉管の発芽は不良であった。また,授粉 6

時間後の花粉管の伸長は,花粉管が一部柱頭内に進入 した

C320,C21_15に しても,柱頭部のみに留まるものが大

部分であった。さらに,未だに結実の見られないC236
は柱頭内への花粉管の侵人は全く見られず,柱頭上の花粉

の発芽も極一部見られたのみであった。

2)授粉後の経過時間と花粉管の伸長の関係は, `佐
藤錦'においても授粉 6時間後では花柱の 1/2までにし
か到達しなかったが,48時間後には大部分が子房部にまで

達しており,時間の経過と共に花粉管の伸長が進展した。

しかし,結実不良系統では48時間で6時間より花粉管の伸

長はやや進展したが,佐藤錦ほどの差はみられなかった。

月 /口 =時刻
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表2 授粉後の経過時間と花粉管の到達部位 (1993年 )
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表3 供試品種,系統と結実率

C-21-15       608
C-23-6       697
佐藤錦        715

このことから,結実不良系統では,柱頭飢えにおける花
粉管の不発芽や花柱内における花粉管の伸長阻害があるこ

とが推察された。

9)結実率,花芽数との関係
1)結実不良系統はいずれも1%以下の結実率で実上
まりは極めて悪かった (表 3)。 なお,c236は全 く結実
は見られず,一部,小豆粒程度になった果実もあったが ,
途中で落果した。

4 ま と め

オウトウの結実不良要因としては,柱頭上における花粉
管の不発芽や柱頭内における花粉管の伸長阻害があること

が推察された。そして,授粉後48時間経過した花粉管の伸

写真 1 供試系統の新梢と葉の外観 (左から
C_320,C21_15,C_23_6,佐 藤錦)

長を調べることにより,結実不良系統の判定が可能である
ことが判明した。また,こ うした不結実要因は遺伝的な要

因によることが考えられ,今後はこの点からの解明が必要
である。

(1993年 )
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